
エネルギー回収施設（立谷川）の本格稼働について 

山形市をはじめとする二市二町で構成する山形広域環境事務組合が平成２７年から整備を

進めてきた「エネルギー回収施設（立谷川）」が、６月上旬より実施していた試運転及び調整

を終え、１０月１日から本格稼働することになりました。山形広域環境事務組合からご案内

のとおり、当日午後３時から竣工式及び見学会が予定されておりますので、是非取材いただ

き、広く市民の皆様に施設をご紹介いただきますようお願いいたします。 

１．施設概要 

 （１）所   在：山形市大字漆山字中川原３３７２番地 

 （２）敷 地 面 積：約１２，１５５㎡ 

（３）処 理 方 式：流動床式ガス化溶融方式

（４）処 理 能 力：１５０トン／日（７５ｔ×２炉）

（５）供 用 開 始：平成２９年１０月１日

（６）建設事業者：三菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社

（７）運営事業者：山形エコクリエイション

（８）見 学：随時受入（申込先：エネルギー回収施設（立谷川）℡686-6025）
※上山市川口地区に同規模の「エネルギー回収施設（川口）」を建設中

（平成３０年１２月本格稼働予定）

２．新たな機能 

（１）サーマルリサイクル 

ごみを燃やす際に発生する熱を利用し電気をつくったり、水を温水に変えて融雪

設備に利用します。 

（２）灰の資源化・最終処分場の埋立量低減 

焼却後の灰を高温で溶融・固化し「スラグ」として生成し、道路舗装やコンクリ

ートの材料として利用します。この結果、灰の量は約 1/5 程度に減り、上野最終処

分場への埋立量が低減します。 

（３）環境・公害対策 

ダイオキシン類等の有害物質については、法規制より厳しい独自の停止基準を設

けるほか、外部に設置された表示盤に測定結果をリアルタイムで表示します。 

（４）環境学習・防災拠点 

炉内の映像や、立谷川リサイクルセンターのライブカメラ映像を見ることができ

るほか、体験型発電装置など多彩な環境学習の場が準備されています。 

また、災害時には避難所となるほか、300 人×3 日分の防災備品を備えるなど、防

災拠点としての機能も有しています。 

３．新施設稼働にともなう変更事項等 

 （１）市民の方がもやせるごみを直接搬入する場合は、９月１８日から新施設に移行して

おります。

 （２）新施設及び立谷川リサイクルセンターのごみの受入時間は、月～金曜日の午前９時

から午後４時まで、土曜日は午前９時から正午までになります。

 （３）ごみの分別・収集方法については、エネルギー回収施設（川口）が稼働し、２場体

制が整うまでの間、現状のままとします。

平成２９年９月２７日 
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問い合わせ先 

環境部ごみ減量推進課 

℡023-641-1212 内 697



病児・病後児保育室【ひなたぼっこ】の開設について 

１．目的 

  山形市域の子育て環境の充実を図るため、保護者の子育てと就労との両立を支援する。 

２．スケジュール 

 （１）９月２８日（木）マスコミ向け完成見学会 １回目：午後２時～ ２回目：午後３時～ 

 （２）１０月 ２日（月）開室 

３．保育室の概要 

 （１）定 員  病児保育 ３名  病後児保育 ３名  計６名 

 （２）対象者 

    以下①～③の要件の全てを充たす者 

    ① 山形市内に住所を有する者または保護者が山形市内において就労している者 

    ② １歳から小学６年生までの者 

    ③ その保護者が勤務等により、家庭で保育を行うことが困難である者 

 （３）場 所 

    ① 受付：済生館１階小児科外来からご案内する。 

    ② 保育室：済生館８階旧西病棟の内２部屋を改修して活用する。 

 （４）利用時間等 

    ① 利用時間  ８時～１７時３０分 

    ② 休室日   土曜日・日曜日・祝日及び年末年始（12/29～1/3） 

    ③ ②を除き最長７日間利用可能 

 （５）利用料金 

    ① 保育料  ２，０００円／日 

    ② 食事代    ５００円（昼食代、おやつ代含） 

 （６）スタッフの配置 

① 保育士及び保育補助者の２名を病児・病後児それぞれに配置する。 

② 症状悪化した場合は、小児科病棟所属看護師が対応する。 

※症状に応じて、保護者に連絡をとるとともに、小児科医が対応する。 

 （７）受け入れる疾患 

    インフルエンザやノロウイルスなど幅広く受け入れるが、空気感染（麻疹・水痘症・  

結核）は除く。 

 （８）申込み 

    ① 事前に利用登録書の提出が必要だが、緊急時は利用当日の提出でも可能。 

    ② かかりつけ医を受診後、電話にて空き状況を確認し予約する。 

４．保育室の愛称について 

保育室の愛称を「ひなたぼっこ」とする。 

保育室が南側向きであることから、日当たりが良く、気持ちのいい場所で健やかになって 

ほしいとの想いを込めた。 

５．市内他施設 

（１）病児保育  山形済生病院おひさまルーム 

（２）病後児保育 キンダー保育園、はやぶさ保育園、キンダー南館保育園 

平成２９年９月２７日 
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問合せ 済生館管理課 舩山  ℡023-634-7101 



「IBMスマーター・シティーズ・チャレンジ」について 

１．「IBM スマーター・シティーズ・チャレンジ」とは 

IBM が支援対象となる都市・地域の抱える様々な課題解決に向け、スタッフを約３週

間現地に派遣して調査研究を行い、提言を提供する事業。 

２０１０年以降、世界中の６００件を超える応募の中から選ばれた、１３０を超える

都市に対して支援が実施されている。 

２．今回支援対象として選定された都市 

○山形市（日本） 

○釜山（韓国） 

○パレルモ（イタリア） 

○サン・イシドロ（アルゼンチン） 

○サンノゼ（アメリカ） 

  ※今回の応募都市数：１００都市 

３．山形市が応募した内容 

山形市では、少子高齢化、人口減少等の課題に直面する中、国内外の交流人口、特に

インバウンド（訪日外国人）を増やすことを目指しているが、国内外の認知度が不十分

であることから、インバウンドの属性情報等に基づくデータ分析・解析によるプロモー

ション／マーケティング等についての調査研究と、その結果に基づく提言を頂きたい。 

【主な調査希望内容】 

○インバウンドの好み・ニーズ 

○景勝地や特産品等観光資源の認知度 

○山形市に対する満足度 等 

４．調査方法 

（１）市長及び観光関係者からのヒアリング 

（２）観光地視察 

（３）（１）、（２）に基づく提言の方向性の検討 

５．今後のスケジュール 

１０月 ２日（月）キックオフ、市長ヒアリング、懇親会 

１０月 ２日（月）～１２日（木） 関係者ヒアリング 

１０月１３日（金）中間発表 

１０月１６日（月）～１９日（木） 提言まとめ 

１０月２０日（金）最終発表 

６．問い合わせ先 

観光物産課 誘客推進総括主幹 青木（内線 419）・DMO 推進グループ（内線 425）

平成２９年９月２７日 
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「山形国際ドキュメンタリー映画祭２０１７」について

１ 目 的  世界の秀作ドキュメンタリー映画を世界から集め、鑑賞機会を提供することに

より市民の想像性や情操の発達に寄与し、文化・芸術活動を促進する。また、

世界中から集まる映画関係者との親睦を通し国際理解を深め、国際交流を図る。 

２ 期 間  平成２９年１０月５日（木）から１０月１２日（木） 

       ・開会式 １０月 ５日（木）午後５時１５分～ 中央公民館６階ホール 

       ・表彰式 １０月１１日（水）午後５時～ 中央公民館６階ホール 

３ 会 場  中央公民館、市民会館、フォーラム山形、山形美術館、KUGURU ほか 

４ 主 催  認定 NPO 法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭 

５ 共 催  山形市 

６ 主な事業プログラム 

 （１）インターナショナル・コンペティション １５本上映 

（応募作品本数１，１４６本 １２１の国と地域） 

     大賞（ロバート＆フランシス・フラハティ賞）賞金２００万円 

     最優秀賞（山形市長賞）賞金１００万円、優秀賞 賞金３０万円、 

特別賞 賞金３０万円 

 （２）アジア千波万波 ２１本上映 

（応募作品本数６４５本 ６３の国と地域） 

     小川紳介賞 賞金５０万円、優秀賞 賞金３０万円 

 （３）スペシャルプログラム   

    ○アフリカを／から観る 

    ○共振する身体―フレディ・ムーラー特集 

○やまがたと映画 

○日本プログラム 

○政治と映画：パレスティナ・レバノン 70s－80s 

    〇ともにある Cinema with Us 2017 

    〇ヤマガタ・ラフカット！ 

７ その他 

  文化創造都市推進事業 関連企画 

  「やまがた創造都市国際会議」 

  日時 10 月 12 日（木）15：00～、13 日（金）13:00～ 

  会場 山形大学 小白川キャンパス ほか 

平成２９年９月２７日 
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問合せ先 

山形市文化振興課文化企画係 

TEL:641-1212 内線:639 



やまがた創造都市国際会議の開催について

１ 目 的  世界の文化資産活用の事例紹介をし、文化を通した山形のまちづくりを若い世

代とともに議論する場を創出する国際会議の開催 

２ 日 時  平成２９年１０月１２日（木）１３日（金） 

３ 会 場  山形大学小白川キャンパス  

       ミニコンサートのみ 清風荘 

４ 主 催  山形市創造都市推進協議会・山形大学・山形市 

５ 入場無料  

６ プログラム 

（１）シンポジウム「クリエイティブ・ツーリズム 文化資産の活用」 

１２日（木）１５：００－  

パネリスト：アンドレア・メネゲッリ（イタリア／チネテカ映像アーカイブ責任者） 

テディ・コー（フィリピン／映像研究者、アーキビスト） 

葉山茂（国立歴史民俗博物館特任助教） 

コーディネーター：山本陽史（山形大学学術研究院教授） 

   （２）ミニコンサート「創造都市ブエノスアイレスの音楽」 

      １２日（木）１８：３０－ 

      バンドネオン奏者・シンガーソングライター：トミ・レブレロ（アルゼンチン） 

会場：清風荘 

希望制で立礼席呈茶 500 円 

   （３）分科会 

      １３日（金）１３：００－ 

「モノ語る人びとー津波被災地・気仙沼から」葉山茂 

      １３日（金）１５：００－ 

「映画製作プロセスを活用した地域活性化」 

渡邊竜一（株式会社フィディア総合研究所理事） 

平成２９年９月２７日 

市 長 記 者 会 見 資 料 

問合せ先 

山形市文化振興課文化企画係 

TEL:641-1212 内線:639 



やまがた 

創造都市 

国際会議 

2017  
 シンポジウム・セッション 
＠山形大学小白川キャンパス  

  コンサート＠清風荘  

     入場無料 

 主催：山形市創造都市推進協議会 
     	
 山形大学・山形市 
   ☎  023-641-1212(内線 638,639) 

 creative-yamagata@city.yamagata-yamagata.lg.jp 

10 月 13 日(金) 

 

葉山 茂 

セッション1 13:00 
“モノ語る人びと	
 

	
 ̶津波被災地・気仙沼から”	
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渡邊 竜一 
株式会社フィデア総

合研究所理事、株式

会社アジア・メディ

アプロモーション代

表取締役	
 	
 

セッション2 15:00 
“映画の製作プロセスを

活用した地域活性化” 

シンポジウム 15:00 

  葉山 茂 
 

  

エキシビジョン 18:30 
清風荘（山形大学より徒歩 10 分） 

創造都市ブエノスアイレスの音楽 

トミ・レブレロ 
アルゼンチン 

シンガーソングライター  

バンドネオン奏者 

  

クリエイティブ・ツーリズム 

文化資産の活用 

アンドレア・メネゲッリ 

イタリア	
 ボローニャ市 

チネチカ映像アーカイブ責任者 

 

10 月 12 日(木) 

テディ・コー 
フィリピン 映像研究者 アーキビスト 

山形国際ドキュメンタリー映画祭 2017 

    アジア千波万波審査員 

 

葉   山 茂 

大学共同利用機関法人	
 人間文化

研究機構	
 総合人間文化研究推進

センター研究員、国立歴史民俗	
 

博物館特任助教（併任）	
 

コンサート	
 無	
 料（立札席呈茶	
 希望制 500 円）	
 



  

Yamagata 
Creative Cities 
International 
Conference 

2017  
@Yamagata University 

(Concert: Seifuso) 
Admission FREE 

  
 By Yamagata Creative City Promotion Council, 

Yamagata University, Yamagata City  
☎	
 +81-23-641-1212 (ext. 638, 639) 

    creative-yamagata@city.yamagata-yamagata.lg.jp 

葉山 茂 

Session1 13:00 
“Storytellers from Kesennuma: 
place suffering from tsunami 
of Great Japan Earthquake” 
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2

 

  

WATANABE Ryuichi 

Executive Director, the 
FIDEA Research Institute 
Corporation, representative 
director of Asia Media 
Promotion Co. Ltd. 

Session2 15:00 

 15:00 Symposium 

 HAYAMA Shigeru 
 

  

Special  Concert 18:30 (Free) 
@Seifuso  

Fee for Japanese Tea Ceremony: extra 500 yen  

Tomi Lebrero 
Argentina, 
Singer-songwriter, 
Bandoneon player 
  

Creative Tourism 
Activating Cultural Assets 

Andrea Meneghelli 
Italy, head of Film Collections 

at the Cineteca di Bologna 

 

 October 12 (Thu) 

Teddie Co 
Philippines, jury of New Asian Currents 

YIDFF 2017, Film historian, archivist 

HAYAMA Shigeru 
Inter-University Research Institute 
Corporation National Institutes for 
the Humanities Center for 
Transdisciplinary Innovation 
Researcher, National Museum of 
Japanese History 
Research Assistant Professor 

October 13 (Fri) 



まるごと山形 祭りだワッショイ 

１．開催日   平成２９年９月３０日（土） 

２．開催時間   13:00～18:00（交通規制 11:00～20:00） 

   ○パレード会場   

13：00 オープニングセレモニー 

               13：30 オープニングパレード 

               14：00 祭りだ！ワッショイ！パレード 

               17：30 フィナーレ 

   ○ステージイベント【新規】            13：30～18：00 

   ○飲食エリア・物産展エリア・仙山交流エリア【新規】11：00～18：00 

３．開催場所  ①パレード会場：国道 112 号線 旅篭町交差点(栄玉堂角) 

                  ～文翔館西交差点(山新ﾒﾃﾞｨｱﾀﾜｰ角) 約 250m 

                ②ステージイベント：文翔館正面広場 

        ③飲食エリア   ：文翔館噴水広場・市役所西側駐輪場 

        ④物産展・企業団体 PR エリア：山形市役所 西側市民プラザ 

        ⑤仙山交流エリア ：山形市役所 東側市民プラザ 

４．お祭り参加団体（１４団体）  

名称 市町村 出演者数（予定） 備考 

新庄まつり 新庄市 ４０名

谷地どんがまつり 谷地奴 河北町 ９名 初参加 

むらやま徳内まつり 村山市 １２０名

寒河江神輿會 寒河江市 １２０名

尾花沢伝統花笠踊り 尾花沢市 ２０名 初参加 

ながい黒獅子祭り 長井市 １０８名

酒田花魁道中 酒田市 １３名 初参加 

左沢奴保存会 大江町 ３５名 初参加 

飛龍保存会 庄内町 ３０名

仙台すずめ踊り 
（仙山連携特別出演）

仙台市 ４５名 初参加 

山形花笠まつり 山形市 １３３名

山形伝統工芸御輿 山形市 １２０名

たたら太鼓振興会 山形市 １２名 初参加 

やまがた愛の武将隊 山形県 ４名

  ※その他、山形舞子、山形交響楽団の出演予定あり 

平成２９年９月２７日 

市長記者会見資料 



５．飲食・物産出店団体 村山地区お祭り商業協議会、山形麺類食堂協同組合、山形市豆腐類

組合、寒河江市観光物産協会、上山市観光物産協会、もがみ物産協

会ほか 

６．その他   飲食エリア内に「山形まるごとマラソン」へ参加される皆様へのお 

もてなしコーナーを用意 

７．問合せ先  まるごと山形 祭りだワッショイ実行委員会  

山形市七日町 3-1-9（山形商工会議所内） TEL：023-622-4666 

まるごと山形 祭りだワッショイ 交通規制箇所（11：00～20：00）
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第５回山形まるごとマラソンの開催概要 

１ 大 会 名 第５回山形まるごとマラソン 

２ 開催期日  平成２９年１０月１日（日） 

３ 会場・コース  山形市総合スポーツセンター発着 別紙のとおり 

４ 種目・参加者数   合 計 ５，５８０人(男４，２５５人、女１，３２５人） 

（１）ハーフマラソンの部 （１８歳以上）      ４，６４０人 

   （２）５ｋｍの部（高校生以上）             ５８１人 

   （３）３ｋｍの部（小学４年生～中学生・６０歳以上）   ３５９人 

山形市 ２，４７２人  県内（山形市除く） 34 市町村 １，６０１人 

県外 31 都道府県 １，５０７人 

  最高齢参加者  昭和 8 年 1 月生 83 歳 出場種目 3km 

５ 制限時間及びスタート時間 

（１）ハーフマラソンの部   ２時間４０分 午前９時 ５分スタート  

  （２）５ｋｍの部          ４０分 午前８時２５分スタート 

  （３）３ｋｍの部          ３０分 午前８時２０分スタート 

６ 表  彰    各部門８位まで表彰（賞状及び副賞予定） 

ハーフマラソン ５km ３km

１部：男子一般の部（18～29 歳）

２部：女子一般の部（18～29 歳）

３部：男子一般の部（30～39 歳）

４部：女子一般の部（30～39 歳）

５部：男子一般の部（40～49 歳）

６部：女子一般の部（40～49 歳）

７部:男子一般の部（50～59 歳）

８部:女子一般の部（50～59 歳）

９部:男子一般の部（60 歳以上）

10 部：女子一般の部(60 歳以上)

11 部：高校生男子の部 

12 部：高校生女子の部 

13 部：男子一般の部（18～39 歳）

14 部：女子一般の部（18～39 歳）

15 部：男子一部の部（40 歳以上）

16 部：女子一般の部（40 歳以上）

17 部：小学生男子（4～6 年生）の部 

18 部：小学生女子（4～6 年生）の部 

19 部：中学生男子の部 

20 部：中学生女子の部 

21 部：男子一般の部（60 歳以上） 

22 部：女子一般の部（60 歳以上）

平成２９年９月２７日 
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７ 参 加 賞 

   参加者全員に芋煮、記念品、スポーツドリンク、完走者全員に完走証を発行 

８ ゲスト 

（１）谷川真理さん 株式会社 MariCompany（代表取締役） 

     東京国際女子、ゴールドコースト、パリ 各マラソン優勝ほか 

（２）増田明美さん スポーツジャーナリスト 大阪芸術大学教授 

      ロサンゼルスオリンピック出場、やまがた特命観光・つや姫大使 

９ 運営スタッフ 約１，５００名 

市陸上競技協会、地区体育振興会、スポーツ推進委員、警備員、市体育協会職員・加盟団

体、市民・企業ボランティア等、医療従事者等、市職員 

１０ 協  賛 

特別協賛（ゼッケン、スタート地点タワー、表彰バックボード、プログラム等社名掲載） 

ホームページバナー  ＧＯＡＬゲート社名掲示  スタッフビブス社名掲示   

物販ブース  テレビ応援スポット  プログラム掲載 物品の提供 ほか 

１１ 運営協力 

   山形警察署、国土交通省山形河川国道事務所、山形県村山総合支庁、山交バス株式会社、 

山形市自治推進委員連絡協議会、山形商工会議所、山形市観光協会、山形市商店街連合会、

山形市中心商店街街づくり協議会、山形市医師会、山形市体育振興会連合会、 

山形市スポーツ推進委員協議会 










